
抄 録 (ABSTRACT)

T.ITOH and K.SHIMAJI:Wood Species of

ExcavatedpillarsforAncientBuildings,Proc.

PacificRes.WoodAnat.Conf.,165(1984)

伊東隆夫,島地 謙 :古代建築に用いられた出土柱

材の樹種

藤原官跡,平城宮跡,御子ケ谷遺跡および大宰府

史跡から発掘された,7世紀～10世紀にわたる宮

殿 ･官街の柱材の樹種をしらべた｡合計274点の資

料の内訳はヒノキ161点,コウヤマキ70点,スギ15

忠,イヌマキ13点,モミ2点,ツガ2点,イチイ1

息 二葉松 1点(以上針葉樹),およびシイ6点 ク

リ2点,常緑カシ1点 (以上広葉樹)であった｡こ

れらの結果をふまえて,古代の日本人と木のかかわ

りについて考察をおこなった｡

T･ITOH,R.M.0'NEILandR.M.BROWN,Jr.:

Interference ofCellWallRegeneration of

BoergesenlaforbesilProtoplastsbyTinopal

LPW aFluorescentBrighteningAgent,Proto-

plasma,123,174(1984)

伊東隆夫,R･M.0'Neil,R.M.Brown,.Jr.:

蛍光増白剤ティノパル LPW によるBoergesenla

Forbesiiプロトプラストの細胞壁再生に及ぼす影

響

Boerge∫em'aforbe∫ii(Harvey)Feldmannの細胞

に傷をつけると多数のプロトプラストを同時に形成

し傷害後2-3時間で大きいセルロースミクロフィ

ブリルを形成する｡ミクロフィブリルは直線形のタ

ーミナルシンセサイジングコンプ レックス (TCs)

によって集合するようにみえる｡TCサブユニット

は原形質膜のE面にもp面にもみられ原形質膜を通

じて出現することを示す｡ ミクロフィブリル合成の

方向は,一次壁形成時はランダムで二次壁形成時は

規則的になる｡二次壁堆積時のTCの平均密度は 1.7

/〃m2でTCの平均長は 510nm である｡,TCの構

造は ValoTliamacropllySaのそれに類似しているが

BoergeseTliaの比較的大きい TCs(510nm 対 350

nm)はそれに比例して大きいミクロフィブリル(30

nm 対 20nm)を生産する｡

蛍光増自剤 (FBA)ティノパル LPW の Boerge-

∫eniaプロトプラストの細胞壁再生に及ぼす影響を

調べた｡ティノ/ミルLPW がミクロフィブリルの集

合を妨げる域値は 1.5/∠M である｡95/′M ティノ

パルで (15分までの短時間)ミクロフィブリルのい

型は典型的でない球形のい型をその末端に有する｡

長時間処理 (24時間)で TCsとミクロフィブリル

のい型はなくなる｡ティノパルを洗い落す とその

結果として通常の細胞壁の集合を再開する｡しかし

TCsはティノパルを除いた後少なくとも30分は再

びみられない｡FBA処理前の規則的配列を した

TCsの存在から考えて回復に伴なうTC のランダ

ムな分布は TC の集合ないしは新たな合成の中間

的段階を意味する｡

N･YosHIZAWA,T･ITOHandK･SHIM叩 ∴Heri-

CalThickenignsinNormalandCompression

WoodofSomeSoftwoods,IAWA BulLn.S.,

6,131(1984)

吉沢伸夫,伊東隆夫,島地 謙 :針葉樹の正常材お

よび圧縮あて材中におけるらせん肥厚

正常材の仮道管にらせん肥厚を有する樹種につい

て,圧縮あて材中でのらせん肥厚の状態の変化を調

べた｡イチイ,カヤ,イヌガヤでは正常材からあて

材に移行してもらせん肥厚は存在したが,らせんの

方向が次第に逆転した｡これらの樹種ではあて材に

らせん状のさけ目は出現しなかった｡ トガサワラ,

トウヒ,カラマツではあて材に移行するにつれてら

せん肥厚が消失しらせん状のさけ目に置き替えられ

た｡しかし, トガサワラでは移行過程でらせん状の

さけ目の上にらせん肥厚がさらに付加的な層として

堆積されることが観察された｡これらの結果から,

らせん肥厚の走向が必ずしも二次壁最内層のフィブ

リル憤角と一致していないことが明らかになり,ら

せん肥厚は二次壁とは別の層と考えられることが示

唆された｡
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K.KURODAandK.SHIMAJI:WoundEffectson

Xyle- CellDifferentiation in a Conifer,
IAWA Bull.n.S.,5,295 (1984)

黒田慶子,島地 謙 :針葉樹の木部細胞分化に与え

る傷害の影響

テ-ーダマソの幹-の刺針による傷害組織の形成過

程を経時的に追跡することにより,針葉樹の木部細

胞分化に与える傷害の影響をしらべた｡放射柔細胞

は形成層帯にあるもののみならず,成熟木部にある

ものも傷害により分裂が活発化した｡増加した放射

柔細胞は刺針により生じた空隙に充満するばか りで

なく周囲の成熟仮遺管内にチt=-ス状に侵入 した

後,壁が網状に肥厚し異常に木化が進んだ｡形成層

帯にあって将来放射仮遺管に分化すべき位置を占め

ていた細胞は,傷害後も放射仮道管以外の要素に分

化することはなかった｡傷害に接した未成熟な軸方

向仮道管も,一部はストランド状仮道管になるもの

もあったが,大部分は正常な分化を示した｡以上の

結果から,成熟の途中にある木部要素は傷害によっ

てその分化の方向を変えることはないことが明らか

になった｡

R.MAKINO,H.KURODAandK.Sl-IIMAJI.:Mor-

phologicalObservationortheCalliderived

from FourConiferousspeciesinvltro,Wood

Research,71,1(1985)

牧野良平,黒田宏之,島地 謙 :組織培養により誘

導した4樹種針葉樹カルスの形態観察

4樹種 の針葉樹 (CrJPtomeriajaponica,Pinu∫

lhu'lbergii,Ginkgobiloba,Sequoia∫emperuirens)か

らカルスを誘導し,その形態を生長速度との関係に

おいて考察した｡木部や師部の細胞がカルス中に分

化したが,これらの細胞分化には生長速度との相関

関係は見られなかった｡他方,以下の様な組織構築

には生長速度との相関関係が見られた｡生長速度の

速いカルスは細胞間の結合が弱く表皮系組織を持た

ないが,遅いものでは表皮系組織に包 まれた撤密

なカルスを生 じた｡すべ てのカルスで vascular

l10duleが見られたが,これは3つのタイプ- 円

状,線状,連続的タイプ- に分界できた｡最初の

ものは生長速度の速いカルスに著しく,2番目のも

のは生長速度が遅くなるに従い増加し,3番目のも

のは生長速度の非常に遅いカルス中に形成された｡

組織構築と生長速度との関係は樹種を越えて普遍的

であり∴前者は後者により支配され ると考え られ

る｡

林 昭三 :長岡京市今里車塚古墳出土笠形木製品の

樹種同定, 山城郷土資料館報,3,55(1985)

今里中塚古墳 (古墳時代中期)から発掘された木

製柱4点,笠形木製品3点について,顕微鏡観察に

より樹種の識別をした結果,すべてコウヤてキであ

った｡

伊東隆夫,林 昭三,島地 謙 :北白川追分町遺跡

出土の木材の樹種,京都大学埋蔵文化財調査報告

Ⅷ,北白川追分町縄文遺跡の調査,第4章 139-

144,図版 42-49(1985)

縄文時代の泥炭質層から多数の樹木遺物が出土

し,このうちの比較的大きな材58検体を対象として

樹種識別をおこなった｡試料から木口,柾臥 板目

の三断面切片をとり,永久プレパラートを作成し,

顕微鏡観察により同定をおこなった｡針葉樹はカヤ

のみであったが,出土例は6点と多かった｡最も多

く出土したのは トチノキの10点で,これについでカ

ニデ属やアカガシ亜属 (それぞれ9点)が多く出 土

した｡湿地に強いトチノキ,カェデ属,ヤナギ属な

どの中に,常緑のカシ類やカヤが相当量混交した林

分であったことをうかがわせる｡

島地 謙,林 昭三,福田さよ子 :出土木製品の樹

種識別,四ツ池遺跡,堺市文化財調査報告,第16集,

第5章,自然科学からの遺物の研究,200-202,図

版 47-49(1984)

匹け池遺跡第83地区の自然河川内 (古墳時代中

期)より出土 した木製品6点 (盤2点,板状加工

木,不明木製品,木簡状木製品,木札状木製品,そ

れぞれ 1点)の樹種識別をおこなった｡それぞれの

試料から3断面 (木口,柾目,板目)の切片を と

り,永久プレパラートを作成し,顕微鏡観察により

同定をおこなった結果は,いずれ もヒノキであっ

た｡
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K.KURODAandK.SHIMAJI.:WoundEffectson

Cytodifferentiation in Hardwood Xyle-,

IAWA Bull.∩.S.,6,107 (1985)

黒田慶子,島地 謙 :広葉樹の木部細胞分化に与え

る傷害の影響

ポプラの幹への刺針による傷害組織の形成過程を

経時的に追跡することにより,広葉樹の木部細胞分

化に与える傷害の影響を調べた｡傷害により成熟放

射柔細胞の分裂が再活性化することは針葉樹の場合

と同様であった｡これら放射柔細胞からの派生細胞

は他の軸方向要素内にチロース状に侵入し,一見隔

壁繊維状を皇した｡刺針時に分化帯にあった紡錘形

細胞には数回の横面分裂が見られ,典型的な道管-

の分化が阻害された｡また,傷からの距離に応じて

道管様-仮道管様-柔細胞ストランド様-繊維様と

さまざまな形態変異を生じた｡これらの結果から,

木部細胞の分化はあくまでも形成層始原細胞あるい

は木部の細胞の段階でその方向が決定されること,

傷害の刺激によって生じた種々の物質の濃度向配の

変化によってその後の分化がコントロールされ,傷

からの距離的 ･時間的-だたりに応じた形態変異が

生ずる事が示唆された｡

T.WATANABE,JAzUMA,and T.KosHIJIMA.:
Isolation orLignin-Carbohydrate Complex

Frag-entsbyAdsorptlOn Chromatograpny

MokuzaiGakkaishi,31,52(1985)

渡辺隆司,東 順一,越島暫夫 :吸着クロマトグラ

フィーによる LCC フラグメントの単離

LCC を酵素処理後 トヨパール HW40Sを用い

た吸着クロマトグラフィーによりLCCフラグメン

トの単離に成功した｡その方法について述べるとと

もに得られたオリゴマーの化学的性質を分析した｡

J.AzUMA,J.HIGASHINO, M.IsAKA, and T.

KosHlJIMA･:MicrowaveIrradiationofLignoI

cellulosic Materials IV. EnllanCement Of

EnzymaticSusceptibilityofMicrowave-irra-

diated Softwoods,WoodRes･,71,13(1985)

東 順一,東野 潤,井阪正夫,越島哲夫 :リグノ

セルロースのマイクロ波照射,Ⅳ.マイクロ波照射

針葉樹の酵素に対する反応性の向上

種々の針葉樹を含水 ･密閉下マイクロ波加熱し酵

素糖化した｡最高糖化率は36-62%の範囲であり,

広葉樹の場合 (88-93%)と比較すると低い｡従っ

て,マイクロ波加熱を用いて針葉樹を酵素糖化する

場合,糖化率は向上されるが樹種によって変動が大

きく,広葉樹と同一レベルまで高めるには改良の余

地があることが結論された｡

J.AzUMA,and T.KosHIJIMA.:Microwavelr･

radiation orLignocellulosic Materials III.

Eyzymatic susceptibility of microwave-

irradiated green and dried wood chips,

木材研究 ･資料,20,22(1985)

東 順一,越島哲夫 :リグノセルロースのマイクロ

渡照射 (第3報)マイクロ波加熱された生材および

乾燥材チップの酵素反応性

ポプラの生材および乾燥材チップをマイクロ波加

熱し,酵素糖化に対する反応性を木粉の場合と比較

検討した｡マイクロ波加熱後酵素糖化を試みたとこ

ろ,いずれの試料においても 160oC 以上の温度で

糖化率が上昇し,240℃ 以下では最高値を与えなか

った｡ポプラの乾燥チップでは木粉の場合と同様に

糖化されたが,ポプラの生材チップではブナの乾燥

チップと同様酵素糖化に対し抵抗性を示した｡しか

しながら,これらの試料については,加熱温度を

10-30℃ さらに上昇させ 240-260℃ にすること

により木粉と同一レベルまで糖化率を向上させるこ

とができた｡以上の結果から,マイクロ波加熱は木

粉のみならずチップ状試料についても酵素糖化に先

だつ前処理として有益であると結論された｡

J.AzUMA,and T.KosHtJIMA.:Hydrophobic

Interaction Chromatograahy ofPine Bjdr-

k-an-LCC,MokuzaiGakkaishi,31,383(1985)

東 順一,越島哲夫 :マツ材 Bj6rkwanLCCの

疎水クロマトグラフィー

Bj6rkmanLCC中の中性成分 (CIIIM,リグニ

ン含量2.1%),および酸性成分 (C-Ⅰ-A,リグニン

含量6･1%)の疎水性を PhenyLSepharoseおよび

Octyl-Sepharoseを用いた疎水 クロマトグラフィ

- 157-



木 材 研 究 ･資 料 第21号 (1985)

-一により比較検討した｡C-I-M の PhenyLSepha-

roscおよび OctyトSepharoseに対する吸着量は,

0.8M 硫安の存在下では,それぞれ24%および10%

と低かったのに対し,C-LAの場合ではこれらの値

はそれぞれ33%および68%と高かった｡吸着された

LCC は リグニン含量差に基づいて2-工 トキシユタ

/-′レと硫安の混合溶媒 で溶 出 された｡Phenyト

Scpharoseの疎水性は OctyLSepharoseよりも低

く炭素数4-5の直鎖アルキル基に相当するにもか

かわらず,C-Ⅰ-M の場 合 Octyl-Sepharoseよ り

も吸着能が高いという結果 は,C-I-M のリグニン

含量が低いため OctyLSepharoseに十分吸着され

ず,芳香環-芳香環 (/I-17)相互作用が主として作

用 し,C-I-M よりリグニン含量 の高 い C-Ⅰ-Aに

なってはじめて疎水性が増大し,OctyLSepharose

に対する吸着能が増大したと解釈された｡

∫.AzuMA,N.TAKAHASHl,M.IsAKA,and T･

KostIIJIMA.:Lignin-Carbohydrate Complexes

ExtractedwithAqueousDioxanefro- Beech

Wood,MokuzaiGakkaishi,31,587(1985)

東 順一,高橋信義,井阪正夫,越島哲夫 :ブナ材

より含水ジオキサンで抽出されるリグニン･糖結合

体

ブナ材から単離した リグニン･糖結合体は Scp-

harose4Iiを用いたゲル鳩過によりW｣,Ⅵ7-2,お

よび W-3の三成分に分画 された｡W-1は排除体

積位置に溶出された｡W-2の組成 は中性糖 (37･6

%),ウロン酸 (9.1%),および リグニン (49.7%)

とリグニン含量が高いのに対 し,lV-3 では糖含量

が高く, 中性糖 (67.4%), ウロン酸 (13.5%),

お よび リグニン (9.9%)であ--)た｡ W-2お よび

W-3 の中性糖部分は L-ラムノ-ス, L-アラビノ

-ス, D-キシロース, D-マ ンノース, D-ガラクト

I-ス, お よび D-グルコースがそれぞれ,2.3:4･8

:82.9:2.i:5.1:2.8, お よび 2.2:2.6:88.7:

1.7:2.5:2.3の重量比で存在する多糖であった｡

メチル化分析,スミス分析,およびスペクトル分析

I))結果, 多糖の主鎖は ｡B-(1-4)結 合Lた D-辛

シランであ ることがわかった｡Phenyl-お よび

Octyl-Sepharoseを井目′､た疎水ク｡て トグラフ 1

-の結果,アカマソの LCCの場合に認められたの

と同様ブナの LCCにおいても,OctyトSepharosc

の場合では リグニン/とゲル上の疎水基問の疎水性相

互作用が働いているのに対 し, Phenl･1-Scpharose

の場合 では疎水性相互作用 の他に リグニン芳香環

とゲル上の芳香環問の.T-JT相互作用もあわせて作用

していると推定された｡アルカリ処理とスミス分解

の結果,ブナ LCC中のリグニン･聴聞の結合には

アルカリに不安定な結合と安定な結合の二種の結合

が存在し,キシロース残基が後者の結合に関与して

いることが示唆された｡

EIMAEKAWAandT.KosHIJIMA:Propertiesof

2,3-Dicarboxy Cellulose Metallic Salts,

CelluloseChem.Teclm01.,18,31(1984)

セルロースの過 ヨウ素酸酸化によ-'てえられるジ

7ルデヒドセル ロース よ り2,3-ジカルボキシセル

ロースを調製した｡調製 した2,3-ジカルボキシセル

ロース及びその金属イオンを取 り込んだ生成物の性

質について検討した｡分析の結果,生成物が金属塩

として取 り込まれていることを示した｡

E.MAEKAWAandT.KosHIJJMA:Propertiesof

2,3-Dicarboxy Cellulose Co-bined with

VariousMetallicIons,J･Appl･PolymerSci･,.29,

2289(1984)

セルロースの過ヨウ素酸酸化によってえられるジ

ア′レデヒドセルロースより2,3-ジカルボキシセルロ

ース及び部分酸化された生成物を調製した｡部分酸

化された生成物のうち,70%酸化されたジカルボキ

シセルロースは水に完全に溶けなかったが,80%以

上酸化されたのは水に溶けた｡種々の金属イオンと

結合させた生成物の性質について検討し,鍋,コバ

ル ト,ニッケ′レのような金属イオンと結合した生成

物は,粘着性のあるゲル様の生成物を与えた｡金属

の種類によって生成物に異った性質を与える要因に

ついて検討した｡

前川英一 :ス トックホルム大学 アレ二ウス研究所

における留学体験記, ニューランノミ-マン,15,1

(1985)
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昭和59年9月初めより昭和60年2月末日までの6

ケ月間滞在したスウェーデン国ストックホルム大学
アレニウス研究所において見聞した留学体験記をま

とめた｡

藤島 静,夜久富美子,越島哲夫 :木材糖化におけ

る酵素の回収再利用 (第 1報)基礎条件の検討,木

材誌,30,56()～568(1984)

木材の糖化において酵素の回収を図る目的で,普

ず糖化液中の酵素の挙動の検討を行った｡分析方法

として酵素糖化液に存在する酵素タンパクの円二色

性を測定し,その 216nm における楕円率の変化

から酵素量を共存する糖や リグニンに影響されずに

直接定量できることを見出した｡楕 円率の変化に

よる酵素量の定量と活性の測定か ら,Tγichoderma

uiride起源のセルラーゼオノブカ Rl10はアカマツ

木粉に対して親和力が強く反応後30分で酵素の50%

は木粉に吸着されその活性は吸着によってほとんど

低下しないこと,ASPergillu∫niger起源のセルロシ

ソ AC は,木粉-の吸着は少なく,24時間後では

残潜木粉に残る活性と比べて約2倍の活性が溶液中

に残存するがその量は pH に大きく依存す ること

が明らかとなった｡

藤島 静,夜久富美子,越島哲夫 :木材糖化におけ

る酵素の回収再利用 (第2報)酵素の安定性につい

て,木材誌,31,280-285(1985)

Trichodermauiride起源のセルラ-ゼオ ノブカ

R-10と ′′JspergilluSmlger起源のセルロシソ AP,

及びそれを混合した場合の各活性の安定性について

検討した｡振とうしない場合 40oC でほぼ全ての活

性は安定であるが,振とうした場合活性の低下は,

セルラーゼオノヅカ R-10よりもセル ロシソ AP

の場合大 きく,特にセルロシソ AP の endo-β｣,

41glucanase活性が著Lく低TLた｡混合液では,

両セルラーゼの安定性を平均した挙動を示した｡振

とう速度,容器と溶液の容量比,酵素濃度,渦度,

pH が活性に及ぼす影響について検討し,木粉の分

解率と酵素の回収率を高めるための条件を求めた｡

村木永之介,夜久富美子,越島哲夫 :微粉枠木粉の

酵素分解 (第3報)ラワン材について,木材誌,

30,936-941(1984)

微粉砕化前処理をほどこしたラワン材の糖化を検

討した｡前報で報じたアカマツの場合と同程度に微

粉砕したラワン材を用いて,アカてツと同じ酵素分

解条件で,どの程度の酵素分解率が得られるかを調

べた｡その結果,3時間ボールミル粉砕を行ったラ

ワン材では,アカマツと同 じ酵素濃度,同じ pH

(4.0)で酵素分解を行うと,10-20%が分解したに

過ぎなかった｡しかし,酵素濃度をアカマツの場合

の2.5倍とし,pH を4.5とすることによって,酵素

分解率を,アカマツと同程度の値まで上昇させるこ

とができた｡上記酵素分解条件下では,イエロウラ

ワンの場合は,木粉の約55% (木材多糖の約90%)

が加水分解を受け,レッドラワンの場合は,木粉の

約40% (木材多糖の約70%)が加水分解できた｡樹

種毎に酵素濃度を調節することにより,いずれの材

についても1-3時間の粉砕で十分高い分解率を得

ることができた｡

T.UMEZAWA andT.HIGUCHI:Roleofguaiacol

inthedegradationorarylglycerol-β一guaiacyl

ether by Phanerochaete chrysosporium,

FEMSMicrobioILeft.,26,123(1985)

梅津俊明,樋｡隆昌 :Phanerochaetechysospo-

rlzLm によるアリールグリセロールーβ-グアヤシル

エーテルの分解におけるグアヤコールの役割

4-エトキシー3-メトキシフェニルブリセロ-ル1

.a-グアヤシルエーテルの PhaTlerOChaeteckLy∫OSPorium

による分解に際しては,β-0-4結合が切断され 4-

- トキシー3-メトキシフェニル グリセロール とグア

ヤコ-ルとが生成するが,従来の推定に反し,両化

合物はそれぞれ別々の経路をへて生成することが,

180標識体を用いた実験から明らかとなった｡

T.UMEZAWA and T.HIGUCHI:Arylglycerol

for-ation in degradation of .61014 lignin

substructureswithandwithouta-0-γbond

by Phanerochαete chrusosporiAlm, Wood

Research,No.71,25(1985)

梅揮俊明,樋口隆昌 :隣接 γ位に α-0-r結合を持
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つ β-0-4構造,及びそれを持たない β-0-4構造の

Phanerochaetechrysosporlum による分解に

おけるアリールグリセロールの生成

隣接 γ位に α-0-･rkll]･'合を持つ,持たないにかかわ

らず β-014塑二量体が PhanerochaetechrJSO5PoriumJ

によって分解され,アリールグリセロールが生成す

る際,基質である β-0-4型二量体のα位とβ位の

水素原子は,アリールグリセロールに保持された｡

従ってアリールグリセロール生成について従来提案

されていた Cβ一水酸基導入機構は否定された｡

T･UMEZAWA and T･Higuchi:Ar°-atic ring

cleavageindegradationofβ10-41igninsubs-

tructurebyPhanerochaetechrysosporium,

FEESLell･,182,257(1985)

梅樺俊明,樋 口隆昌 :Phanerochaetechrysos-

porium による β-0-4リグニンサブス トラクチャ

ーの分解における芳香環開裂

.a-0-4型 リグニンモデル二量体,4-- トキシー3-

メトキシフェニルグリセロール-.a-グアヤシ′しエ ー

テルの PhaTlerOClmelechrysosporl'lLmによる分解にお

いて,4-- トキシー31メトキシフェニルブリセロ一一

ルの β,γ一環状炭酸エステルが生成した｡ この炭酸
エステル炭素原子が β-グアヤシル核に由来す るこ

とが, 13C-トレーサー実験により確認された.この

炭酸エステルは更に4-- トキシ-3-メトキシフェニ

ルグリセロール-分解されたので,アリールダリセ

ロ-ル生成に芳香核開裂が関与していることが示さ

れた｡

S.KAWAI,T.UMEZAWAandT.HIGUCrlI:Meta-

bolis- oranon-phenolicβ-0-41igninsubstr-

ucturemodelco-poundbyCoriolusverslco-

lorAgric.Biol.chem･,49,2325(1985)

河合真吾,梅津俊明,樋口隆昌 :非 フェノール性

β-0-4型 リグニン二量体モデル化合物のカワラタケ

(Corlolusverslcolor)による分解

非 フェノール性β-0-4型 リグニン二量体モデル,

4-エ トキシ-3-メトキシフェニルグリセロールーB-

シリンガアルデヒドエーテルがカワラクケにより分

解された｡代謝生成物の構造に基づいて,以下の反

応が兄い出された｡ り ベンズアルデヒド側鎖の酸

化及び還元,2)針 5--テル結合の開裂による7リ

ールダリセロ-ル類の生成, 3)アリールダリセロ

--L,及び基質の7リ-ルダリセロ-ル部分のCα-Cβ

開裂｡他に,基質の分解物として,C6-C3化合物,

アリールグリセFl-ル7-ギ酸エステルとp-デオキ
シジオールが得られた｡

M.SHIMADA,T.HARE,T.UMEZAWA,T.HIGUCHT,

andT.OKAMOTO:TheCICBondCleavageofa

Lignin ModelCo-pound,1,2-Diarylpropane

-1,3-diol,with a Heme-enzymeModelCat-

alyst Tetraphenylporphyrinatoiron (ⅠⅠⅠ)-

chlorideinthePresenceoftert-ButylhydroI

peroxide,Biochem.Bioprp.Res.Comm.,122,1247

(1985)

島田幹夫, 波部 豪,梅揮俊明,樋 叫壁 昌, 岡本

忠 :tert-ブチルヒドロ過酸化物の存在下で,ヘム

酵素 モデル触媒,テ トラフェニルポルフィリン鉄

(Ⅲ)塩化物 による リグニ ンモデル化合物, ジアリ

ルプロパンジオールの炭素-炭素切断反応

リグニン分解酵 素 モデル として,TPPFc(Il°

Clを触媒として用いて, リグニンモデル化合物ジ

アリルプロパンジオールの炭素-炭素切断反応を初

めて証明した｡- ミノや他の金属ポルフィリンも同

様の触媒作用があ り,ヨードシルベンゼンも酸化剤

として利用されることが判った ｡

T.HARE,M.SHIMADA,andT.HIGUCHI:Biomi一

meticApproachtoLigninDegradationI.H202

-I)ependentCICBondCleavageoftheLignin

ModelCO-poundswithaNaturalIronPor-

phyrinandI-idazoleComplex)MokulaiGak-

kaishi.31,54 (1985)

波部 豪,島田幹夫,樋 口隆昌 ‥リグニン分解への

バイオミメティックアプローチ (第 1報)ポルフィ

リン ･鉄 ･イミダゾール複合体によるリグニンモデ

ル化合物の炭素一一炭素結合切断反応

過酸化水素依存性の炭素-炭素結合切断反応をジ

アリ′レプロパンジオール型 リグニンモデル化合物と

ポルフ丁リン触媒を用いて初めて証 明 した｡ この
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際,イミグゾ-ルほ,この結合開裂反応を3倍上げ

る効果があった｡

T.MIYAMOTO,Y.SATO,T.SHIBATA,H.1NAGAKI

and M･TANAHASHⅠ:13C Nuclear Magnetic

ResonancePtudiesofCelluloseAcetate,J･

Po:umerScience:PoIu･Chem･Ed･22,2363(1984)

宮本武明,佐藤幸夫,柴田 徹,稲垣 博,棚橋

光彦 :13C-NMR によるセルロースアセテー トの

研究

セルロースアセテート(CA)の重 DMSO 溶液

の 13C-NMR スペクトルからセルロースのリング

炭素と 0-アセチルカルボニル炭素の構造について

研究された｡0･48から1･91の置換度 (Ds)をもつ

CAサンプルを10% Licュ/ジメチルアセ トアミド溶

液中で無水酢酸によるセルロースの均一系アセチル

化反応により調製した｡これらの低い置換度の試料

を用いることによって リング炭素と 0-/セチル炭

素のシグナルの同定が容易になった｡この同定は重

アセチルクロライ ドにより完全 アセチル化 された

CA試料の 1什 NMR スペクトルによって確めら

れた｡CA の 0ワ セテル基の分布即ち,3つの興

ったタイプの水酸基における相対的な置換度を測定

するための2通 りの方法が開発された｡そのひとつ

はリング炭素に対するシグナルの相対強度の測定で

あり,もうひとつは 0-アセチルカルボニル炭素の

シグナルの相対強度の測定である｡

T･MIYAMOTO,Y･SATO･T･SHIBATA,M.TANAHASHI

andH･INAGAKI:13CNMR SpectralStudieson

theDistribution ofSubstituentsin Water_

SolubleCelluloseAcetate,J.Po:JmerScience:

Poly･Chem･Ed･23,1373(1985)

官本武明, 佐藤幸夫,柴田 徹,棚橋光彦,稲垣

悼 :13C-NMR による水可溶性 セルロー･スアセテ

ー ト中の置換基分布の解析

水可溶性セルロースアセテートの置換度 (Ds)と

0-アセチル基の分布が 13C-NMR により研究され

た｡この目的に対して3種類の低重合度の_CA試料

が次に示す均一反応によって調製された｡ (1)酢

酸一水溶液中でのセルロース トリアセテート(CTA)

脱のアセチル化 (D-シリーズ),(2)CTA とヒド

ラジンとの反応 (H-シリーズ), (3)10% LiCl/

ジメチルアセ トアミド中無水酢酸によるセルロース

のアセチル化 (A-シリーズ)｡この結果,次のこと

が明らかとなった｡(i)水可溶 CA はD-シリーズ

によってのみ得られた｡ (ii)水可溶 CA の置換度

は0.5から1.1である｡(iii)D-シ1)-ズの試料は

C-2,C-3,C-6位の水酸基における相対的な Ds値

のあいだにわずかに相違が存在した｡そして (iv)

H-とA-シリーズのアセチル化物では Cl6水酸基

での相対的 Dsは Cl2,C-3の Dsと比較して非

常に高い｡水可溶 CA (D-シリーズの試料)の水

溶液は温度が 95℃ に上った時でさえもゲル ･ゾル

転移を示さなかった｡X線回折の観察により水溶性
の D-シリーズの試料が本質的に非品性であるが,

水不溶性の A-シリーズの試料は結晶性であること

が解った｡ また アセチル化の相対的な反応性は C1

6>C-2>C-3であることが明らかとなった｡

棚橋光彦,樋口隆昌 :爆砕法と将来の展望,紙 ･パ

技協誌,39(1),118(1985).

爆砕処理木材の特性を概説し,パルプ化を中心と

して,木材の糖化 飼料化,および爆砕 リグニンの

医薬品等-の応用等について爆砕法による木材の資

源の有効利用の可能性と将来の展望を述べた｡

S.V.LoNIKAR,N.SHIRAISHT,T.YoKOTA,M.TAI

NAHASHIandT.HIGUCHI:EffectoftheI.oosen-

ing ofWood TextureontheMercerization

ofCelluloseinWood,J.TVoodChem.Technol.,

4,483(1984)

ロニカ,S.V..白石信夫, 横田徳郎, 棚橋光彦,

樋 口隆昌 :木材セルロースのマーセル化における木

材造横の緩みの効果

木材が 23% NaOH 水溶液で処理された後,求

洗し,乾燥された場合,セルロースの格子転換は観

察されなかった｡一方,その形態的な構造を緩める

ような前処理を受た木材はマーセル化によって大き

な格子転換を示した｡ 爆砕処理や TFA (トリフル

オロ酢酸)処理が木材構造を緩和させるために用い

られた｡セルロースの格子転換がX線回折によって
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研究された｡格子転換の程度は前処理の条件に依存

していた｡すなわち,爆砕温度と処理時間の増加に

伴なって格子転換も増加した｡TFA 処理時間の増

加は格子転換の程度を高くしたoこれらの観察され

た事実は木材の形態的な構造の緩和の程度に起因し

ており,この緩和はア′レカリ中における七′レロ-ス

のかなりに=三f≡1な膨潤をもたらしている(,

S.V.lJOMKAR,N･SIIIRAISHI,T.YoKOTA,M.TA-

NAHASrHandT.HIGUCHⅠ:EffectoftheExplo-

sionPretreat-entontheThermalSoftening

and Melting ofEsterified Wood,J. H/ood
Chem.TechTl0!,5,Ill(1985)

｡これ S.V..白石信夫,横田徳郎, 棚橋光彦,

t蜘=1隆昌 :エステル化木材の熱軟化 ･融解に対する

爆砕処理の効果

木材の反応性を増加する鋸 勺で爆砕処理が用いら

れた｡爆砕処理した後,木材はエステル化され,そ

の熱軟化 ･融解挙動が熱機械試験機によって測定さ

れた.導入 されたアシル基 はアセチル,カブロイ

･レ,ラウロイル基であり,それぞれ PCA解媒法,

TFAA 解媒法,1)MrT/ピリジン//醍/jPライ ド法の

三方法で行なわれた｡爆砕処理の温度や処理時間の

増加は熱軟化温度や融解温度を低下させた｡また導

入 したアシル基の大きさが大きくなるにつれて流動

拓lI.度が順次低下 した｡

棚橋光彦,樋口隆昌 :連続爆砕技術の開発とその応

用,紙パルプ技術タイムス,28(8), I(1985)

連続爆砕技術の開発についで宝酒造㈱における操

業実例を紹介し,ノミイオマス変換-の応用と,今後

の/UL/プ化-の可能性,問題点などについて紹介し

ている｡

T･H-GUCⅢ:BiosynthesisandBiodegradation

ofWood Components.AcademicPress,lnc･,I

0rland,Florida,pp･ト679(1985)I
缶新二l隆昌 :木材成分の生合成と生分解

木材成分の生合成と生分解に関する最近の知見に

ついての総説22編を編集出版 LたO

T･HIGUCHI:DegradativePathwaysofLignin

ModelCo-pounds,BiosynthesisandBiodegrada-

tion orWood Components (Ed.T.HIGUCHl)

AcademicPress,lnc.,Orland,Florida,pp･557-578

(1985).

樋l二1隆昌 こリグニンモデル化合物の生分解経路

リグニンモデル化合物の微生物による分解機構に

つき.最近の知見を詳述 した｡

T.KIKIRKandM.SrlTMAl)A:LigninBiodegrada-

tion:TheMicroorganismsInvolvedandthe

PllySiologyandBioche-istryorDegradation

byWhite-RotFungi,BiosynthcsisandBiodcgrada-

tiollOfWoodComponents(Ed･T･Higuchi)Acade-

micPress,lnc･,Orland,Florida,pp･579J305

(1985).

rl＼K.Kirk=島田幹夫 :リグニンの生分解 :関与す

る微生物ならびに白色腐朽菌類による分解の生理学

と生化学

リグニン分解の微生物学,白色腐朽菌類による生

理学,(a.生育に必要な炭素源とエネルギー源 と

してのリグニン,I).第二次代謝現象としてのリグ

ニン分解, C. 調節剤としての分子状酸素の役割,

tl.リグニン分解系の誘導),白色腐朽菌に よるリ

グニン′分解の生化学 (a.その背景と関連した,宿

性酸素種論争の展開と問題点, 1-. リグニン分解酵

素の発見,等について解説した｡

則元 京,小野晃明,渡辺泰男 :ピアノ響板材の選

別,日本 レオロン-学会誌,12,115(1984)

ピアノ響板用木材の歩lLりを向上させることを 目

的として,樵/<の欠点を有するシトカスプ/し-ス崩

の振動的性質を調べた｡響板用木材の適酌 ま,繊維

方向の比ヤング率と内部摩擦の値に よ1-'て評価 で

き,内部摩擦の値が小さく,比ヤング率の値の高い

ものが響板用として適していることが明らかにな-つ

た｡強度の7テを含む材は,弱度のアテを含む材に

比べて,内部摩擦の値が高く,比ヤング率の値が低

かったが,それは平均 ミ//ロ71ブリル傾角が大き

いことに原因があった｡弱度の了テを含むものの約

半数は,無欠点の良材に匹敵する振動的性質を示し
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抄

た｡自大は,内部摩擦の値が高かったが,平衡含水

率が高いことに原因があった｡強度のやに壷,やに

線,節を含むものは,良材に比べて,振動的性質が

劣っていた｡しかし,弱度のやに壷,やに線,節を

含むものは,ほとんど良材に匹適する振動的性質を

示した｡以上の結果より,ピアノ響板用木材の歩止

まりを向上させるには,振動的性質による選別が必

要であることが示された｡

大釜敏正,則元 京 :木材細胞壁の弾性率,千葉大

学教育学部研究紀要,33,127(1984)

針葉樹仮道管壁の構造をモデル化し,そのモデル

を用いて,細胞壁二次壁中層における骨格の配向

角,マトリックス成分の弾性率,骨格の結晶化度及

び壁層厚を変量として,細胞壁のヤング係数,せん

断弾性係数およびポアソン比を計算した｡

T･MoROOKA,M.NoRIMOTO,andT.YAMADA:

DielectricPropertiesorCelluloseAcylates,

J･Appl.Polym･Sci.,29,3981(1984)

師岡淳郎,則元 京,山田 TTr:L.:セルロースアシレ

ートの誘電特性

TFAA エステル化法を用いてアセテートからス

テアレートまで13種のセルロースアシレートを調

製し,それらの誘電率および誘電損失を幅広い限

度 ･周波数範囲に渡って測定した｡すべてのアシレ

ートについて2種の緩和過程 (αdとβd)が認めら

れ,またプチレート以上の長い側鎖を持つものにつ

いては,さらに付加的な過程 (γd)が検出された｡

これら αdから rdまでの過程は,それぞれ,主鎖

のミクロブラウン運動 (αd),側鎖オキシカルボニ

ル基の運動 (βd),およびオキシカルポニ′レ基と直

鎖メチレン基3個単位の運動 (rd)に帰せられた｡

βd過程についてのtransitionmapに折れ曲がり点

が観測され,この点の温度はアシル側鎖のミクロブ

ラウン運動の凍結点とみなされた｡この点より高温

側では,すべてのアシレートについてのtransition

map上のプロット点は同一の直線に乗ることが兄

い出された｡

矢野浩之,lLr田 正 :木材半径方向の動力学的性

録

質,木材学会誌,31,222(1984)

針葉樹11樹種,広葉樹17樹種について,たわみ

振動法により,半径方向の動的ヤング率 ER,対数

減衰率 ).B(R),ねじり振動法により,RL,RT 画の

動的せん断弾性率 GRL, GET,対数減衰率 IT(RL),

)LT(RT)を測定した｡

弾性率については,針葉樹,広葉樹ともに,ER>

GRL> GRrの順で,いずれも,比重に対し直線的に

増加した｡また, ER- GEL,GRLI GRT,GET- ER

間に正の相関があり,特に,広葉樹では強い相関を

示した｡ ER/GRT値は,比重の増加につれ減少 し

(Fig･.6),一般に,比重の大きい材ほど,たわみ変

形に対するせん断変形の寄与が小さいと考えられ

た｡

もに,lT(〟)>lB(R)>lT(RL)の順で,広葉樹は,放

射組織率が増すにつれ大きくなる傾向を示した｡ま

た,lB(R)-スT(RL),).T(RL)-スT(RT,)･lr(RT)- )LB(R)

間には,正の相関が認められた｡

T.ONOandM.NoRIMOTO:OnPhysicalCriteria

fortheSelectionofWoodforSoundboards

orMllSicallnstru-ents,RheologlCaActa,23,

652(1984)

小野晃明,則元 亮 :楽器響板材の選別の物理的基

準について

楽器響板材の物理的評価を行なうために,多くの

広葉樹材について,動的ヤング率,静的ヤング率,

内部摩擦を測定した｡針葉樹材についての結果も含

めて,比ヤング率に対する内部摩擦の比によって,

楽器響板材の評価が可能であることを明らかに し

た｡

則元 嘉 :内装材料の吸放湿性と湿度調節,建築雑

誌,99,No.1255,36(1984)

内装材料による湿度調節の重要性,内装材料の調

湿性能の評価法,内装材料による住宅内の湿度調節

について概説した｡

森 光正,中沢司郎,則元 京,山田 正,中野

正夫,高岡元章,村中恒男 :光ファイバ温度センサ
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によるマイクロ波加熱中の木材内部温度の測定,木

材__L業.39,600(1984)

電磁気 ノイズ耐性のある光7-,イノ潮 度 センサを

用いて,マイクロ波加熱中の木材内部温度を測定し

た｡飽水状態の木材試片に穴をあけ,センサを挿入

後,連続的に.[｣刀)3kW のてィ ,//lコ波を照射 し,描

度の経時変化を記録した｡照射直後から阻度は上昇

しは じめ,100℃まで直線的に上昇し続 けた後,
---一定値になった｡ その後,135oC まで上札 65秒

間一定値を示した後,再び上昇し続けた｡ 試片にあ

けた穴にアル ミ製の絶縁管を埋め込んだ場合には,

本研究により,光ファイ/ミ温度センサを用いると,

てイグ ロ波加熱中の木材混度を正確に測定すること

が可能であることが明らかになった｡

良.MINATOand M.NoRIMOT():MoistureAd-

sorptlOnCharacteristicsandtheDimensional

StabiliZ:ationMechanism ofPaperandWood

Cross-Linked by For-aldehyde, Mokuzai

Gakkaishi,31,2()9(1985)

湊 和也,則元 京 :ホルマール化 した紙および木

材の水分吸着特性と寸法安定化の機構

ホル て--ル化した紙およひ木材について得られた

水分吸着データに対 して,HailWoo(トHorrobinの

吸着式をあてはめた｡この牲論式では全吸着水は水

利水と溶解水から成る｡気相法により十′レマール化

した試片では,紙と木材のいずjlノについても寸法安

定化度の増大とともに溶解水の量 は減少 した｡

刀,水和水の量は紙では､j.法安定化度にほとんど無

関係であ り,木材では ､j̀法安定化度の増大で減少 し

た｡相対湿度 ｣00% への外挿値から求めた繊維飽和

点は､慢さ安定化度の増加とともに低下 Lた｡ LかL

溶質排除法から求めた繊維飽和点よりも署しく低か

った｡液相法による処理試片では,水分吸着挙動は

特異で.平衡含水率は無処理よりも高くなったo紙

では架橋の形成により,浸水時に繊維の網 目構造の

膨潤が拘束されることが寸法安定化に大きぐ寄与一L

ており,木材では架橋形成によって水分吸着点が減

少したことが主として､圧il･安定化の効果をもたらL

ていると考えられる｡

佐々末光 :国産材のための新 しい加工機械とシステ

ムの開発,木材工業,39(ll),52(1984)

針葉樹造林木は元来柱材をとるために生産されて

きたが,住宅建設のす う勢と造林面積を考え合わせ

ると,近い将来国産針葉樹造林木を合板代替製品や

い/Lに加二l二サ る必要が生ずる｡この論文は間伐材

を含めてこれら国産材のための新しい加工機楓の開

発現状とそれらを用いた製造システムについて論 じ

たものである｡その内容はバッ'/アップーコール駆動

型の小径木用 ロー/jリーレース,上下極板型の新し

い高周波連続プレス, 高圧 静電場を周いた反転重畳

式のパーティクル配向装置,および軽量パ-ティク

ルボードの製造技術など著者らの最近手かけてきた

もののほか,ガンキロールタイプのレースを組み込

んだ間伐材単板化処理 システム,短尺 い/L を縦

継ぎ (フィンガーン三～イソト) して長尺のい/Lを

製造するシステムなど其体例が示されている｡

佐/<末光 ‥木質ボー ド類の将来性,木材保存,26

(1),3 (1985)

木質ボード頬 としてファイ/;-ボートおよび/く-

ティクルボードをとり上げ,それらの製造および材

質に関する最近の開発状況について解説し,それら

の生産量が国によってどのように異な り,今後どの

ように変化して行くかについて考察 している｡ま

た,これら木質ボーート類が合板に代替するためには

どのような条件が必要であるかについて論 じてい

る｡

加藤昭二 佐々末光 :国産材利用のための LVLプ

ラン ト,木材工業,40(6),33(1985)

国産材封葉樹造林木とくに間伐材の利用を郎 'リと

した LVL プラントの設計について述べ てい る｡

まず,原料となる丸太の特性を分析し,それを用い

て い/L を製造するためには どのような設備機械

と製造二L程が必要かを解説 し,大口産業岐阜工場の

例について,設備ラインのレイアウトを示し,その

個々について問題点をあげ,その解決策を示 してい

る｡また,今後の製産のあ り方について,従来の量

産型ではなく多品種中臣t二i～'fr=AIJ軌こすべきことを論 じ

ている｡
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H.SASAKIandS.KAWAI:Low-DensityParticle-

boardwithlsocyanateAdhesive)Pr｡C･orthe

Symposium on ForestProductsResearch Inter-

national-AchievementsandtheFuture.22-26April

1985,Pretoria,SouthAfhcaVol.6,9-13(1985)

佐々木光,川井秀一 :イソシアネー ト接着剤を用い

た低比重パーティクルボー ド

ポリメリックなイソシアネート接着剤を用いて種

々の圧縮条件下で比重0.3-0.4の低比重パーティク

ルボードを製造した｡二段圧縮の方法を用い一段目

と二段目の圧力を種々の組合せに設定し,厚さ方向

の比重分布を変化させた｡また,一部のボードでは

高圧静電場を応用してパーティクルに配向性を与え

た｡

表層に向かって急激な比重増加をもつボ-ドは比

重傾斜の少ないボードより厚さの膨張率が大きく,

機械的な諸性質も劣っている｡パーティクルを配向

させることにより,配向方向の曲げ性能は著しく改

良された｡

高谷政広,浜田良三,林 昭三,佐々木光 :長期荷

重下における木材-エポキシ樹脂接着結合の開口破

壊 (第 1報)耐久曲線と破壊形について,木材誌,

31(8)657(]985)

接着層の厚さが 0.1mm～1,5mm の開口型木材

-エポキシ樹脂接着体の長期荷重下における破壊特

性を実用的な阻度範囲 (30oC～60oC)において調べ

た｡その結果,1)低い試験温度 (30oC,40℃)で

は,耐久曲線が凹型を呈するのに対して,高い試験

渦度 では凸型を呈した｡後者の理由は切欠底にお

ける応力集中の緩和に関係するものと思われ る｡

2)低温の方が耐久性に優れ,接着層の厚 さ 0.75

mm の場合に最も耐久的になる傾向がみ られた｡

3)一般に負荷荷重が高く破壊するまでの時間が短

い場合は木部破壊と界面破壊の混合型の破壊が見ら

れるのに対し,荷重が低く,破壊するまでの時間が

長い場合は界面破壊が生じた｡

中路 誠,川井秀-･,森田清司 :軽量ボー ドの耐水

悼,木材保存,No.26,53(1985)

イソシアネート系接着剤を用いた低比重パーティ

クルボードの物性を概説すると共に,とくに耐水性

に関して議論し,将来期待される用途を列挙した｡

パーティクルボードは従来厚さ方向の寸法安定性に

劣るため,構造用部材としての使用に限界があった

が,最近開発が進められている低比重パーティクル

ボードは車越した寸法安定性を示すことを種々の耐

水試験で明らかにした｡

会社養賢堂 (1985)

木材中の物質拡散について理論と実験結果を概説

し,水分拡散に関して最近の新しい考え方を紹介し

た｡

石原茂久 :パーティクルボー ドの耐火性能に及ぼす

樹種,パーティクル形状,比重,厚さおよび防火処

理方法の影響,材料,34,959(1985)

原料パーティクルとして5樹種,形状にして11種

類の原料パーティクルを用いてパーティクルボード

を,また,リン酸 ･メラミン･ホルムアルデヒド初

期付加縮合物 および H3BO3,Na2B8013･4H20,

NaBrを含む尿素 ･メラミン･ホルムアルデヒド樹

脂接着剤によって耐火パーティクルボードを製造し

た｡原料パーティクルの樹種,形状,ボードの比重

および厚さ並びに防火薬剤および耐火処理がパーテ

ィクルボ-ドの耐火性能にどのような影響を及ぼす

か JISA 1304の耐火試験方法により検討した｡

パーティクルボードの耐火時間に及ぼす原料パー

ティクルの樹種の影響はほとんど認め られ なかっ

た｡原料パーティクルのサイズ,ボードの比重及び

厚さの増加に従いパーティクルボードの耐火性能は

向上した｡ リン酸 ･メラミン･ホルムアルデヒド付

加縮合物及び H3BO3,Na2B8013･4H20,NaBr

を含む尿素 ･メラミン･ホルムアルデヒド樹脂接着

剤はパーティクルボ-ドに高い耐火性能を与え,そ

の樹脂添加量及びリン酸 ･メラミン･ホルムアルデ

ヒド付加縮合物における 〔H3PO 4〕/〔M〕の増加が

パーティクルボードの耐火性能向上をもたらした｡

リン酸 ･メラミン･ホルムアルデヒド付加縮合物の

塗装処理はパーティクルボードの耐火性能付与にも

っとも効果的であった｡
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石原茂久,近藤三十四 :耐火三層パーティクルボー

ドの耐火性能およびその物理的 ･機械的性質,材

料,34,966(1985)

防火剤を含む接着剤により三層耐火パーティクル

ボーー卜を製造し,ボードの酢火性能,物理的 ･機械

的性質を試験 ･検討Lた｡用いた防火剤は H3BO 3,

KOH,LiOH･H20,Na21う串0 13･4H20,NaBr

であり,接着剤は市販の尿素 ･メラミン･ホルムア

ルデヒド樹脂を用いた｡ H3B03 を含む防火接着剤

はアルカリ金属の化合物を添加することによって安

定した｡この防火接着剤は三層バーチ′イ//,レポート

に高い耐火牲能を付与した｡この防火接着剤を用い

た耐火パ-ティクル,1ミ一日､のすべてと実大サイズの

ボ弓 ､､は1960年国際海上安全条約の桐畑 二切の性能

のあることを示 Lた｡数例の耐火/∴ テ ィ//ルボー

トを除き,厚さ 22mm の三層耐火ノ∴-ティクルポ

-卜の材質は市販の耐火パーティクノしボ-ド及び市

販無処理パ-ティ'/ルボードのそれと同等あるいは

それを上まわるものであった｡

石原茂久 :木材および木質材料の燃焼 とその防止

(l),高分子加J∴ 34,302(198LC))

木材の着火,燃焼,炭の生成とその燃焼,煙の生

成,木材の燃焼性状,木材および木質材料の耐火件

能と木材の物理的性質の関係について論 じた｡

石原茂久 :木材および木質材料の燃焼 とその防止

(2)パ高分子加 し 34,356(1985)

木材をはじめとする高分子材料の燃焼とその抑直

について述べ,それらの分子 レ/くルの挙動,材料と

してみたポリマーの燃焼挙動,住宅部材や家屋の燃

焼 (火災)の経緯について述べた｡

石原茂久 =木材および木質材料の燃焼 とその防止

し3),高分子加工,34,406日985)

木材の難燃化,燃焼抑制の メカニズム,防炎機

柄,防 じん機構とそれを論証する実験例を示 した｡

西木孝一,伏木清打,大冊芳和 :防腐合板中の IF1

1000の定量法について.木材一丁二業,39,484(1984)

接着剤中に化学薬品を混入して合板を製造する場

合に,製品合板中の化学成分を正確に検出するため

の精度には複雑な因子が絡んでいる｡分析値を左右

する要因は多いが,定量分析の立場からは,村中の

薬品の柚出法と分析時の妨害物質の排除が重要であ

る｡IF-1000混入合板の場合,ギ酸- トルエン柚出

法によるガスクロマ トグラフ分析方法が工場におけ

る晶質管理上適当であることを明らかにした｡

酉本孝一 :しろあり/その生物学 (3)群飛とコロ

ニーの設営 (2),環境管理技術,2,224(1984)

''Biolo.a.yofTermites"の第8章 (vol.1)Flight

al-dColonyFoundation(byW.L Nutting)の

抄訳｡群飛期間中のつがい形成,群飛後の棄麺,求

婚等の行動について解説した｡

ニーの設営 (4),環境管理技術,2,315日984)

同上の抄訳｡営巣地の選択,交尾室の設営,コロ

ニ岬の形成についての解説o

西本孝-一･:しろあり/その生物学 (5)群飛とコロ

Il-の設営 (5),環境管理技術,2,373(1984)

交尾,産卵,育児等のコロニー創設期の女王と王

の行動についての解説｡

ニーの設営 (6),環境管理技術,3,458(1985)

コロニーの成熟過程を各階級の寿命,構成比,女

王の産卵速度等を中心に解説した｡

リ防除性能について,環境管理技術,3,421(1985)

Tripropylisocyanulate(略称 rrPIC)は,良

虫のキチン合成阻害物質検索過程 で見目1された｡

TPICは,哨乳類に対する毒性が低 く,シロアリに

対して接触毒性,食毒性,忌避性があり,シロアリ

腸内の原生動物相破壊作用 もある｡TPIC のシロ

アリ防除薬剤としての実用化の検討が今後の課題で

ある｡

西本孝一,今村祐嗣 :アセチル化処理チップを用い
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たパーティクルボー ドの製造 と性能,木材二1二業,

40,14(1985)

チップをアセチル化L,無処理チップとの混合割

合を変えてパ ーーティクルボードを製造し,性能を検

討した｡接着性能は,処理チップの混合により一般

的に低下するが,イソシ7ネ-卜系樹脂を用いた場

令,混合割合が増加しても高いはく離強度を保持す

ることができた｡アセチル化処理チップの50%以上

の混合により,吸水厚さ膨張や吸湿性等のボード物

性が改善されるとともに,高い耐朽性をもつボード

が得られた｡またシロアリ抵抗性も向上し 特にヤ

マトシロアリでは75%以上の処理チップの混合によ

り,ボードの食害はほとんど生じなかった｡

高橋旨象 :木質ボード類の劣化 (2)一一合板および

木質ボー ド類の生物劣化-,木材保存,No.26,22

(1985)

合板および木質ボード頬の耐蟻 ･耐朽性を,構成

単位の素材,接着剤の種類と添加量,成板後の密度

と表面性等との関連の下に検討した｡合板やボ-ド

頬では,表層が劣化すると断面中央に対する対称性

が失なわれ,他の大部分が健全であっても本来の性

能が大きく損なわれてしまうこと,また,パーティ

クルボードでは,木材の腐朽劣化が生ずる以前にパ

ーティクル間の接着劣化により強度低下が起ること

を指摘した｡さらに合板やボート類の面材としての

機能を十分に発揮させるためには,枠材との緊結が

きわめて重要であることを指摘し,建築物へのこれ

らの利用推進に当っては,適切な施工 ･保守技術

と,使用実態を考慮した耐蟻 ･耐朽性付与技術の開

発が必須であることを強調した｡

高橋旨象 :防腐 (蟻)･防虫処理とその薬剤,｢林産

工業における新しい加工利用技術｣, 日本木材学会

編,54(1985)

製材,土木用材,合板,ボード類,集成材,荏

宅床下土壌など用材の種類と用途に対応 した防腐

(蟻)･防虫処理法の現状を解説するとともに,現在

汎用されている薬剤,今後実用化が期待される薬剤

について説明した｡

M.TAKAHASHIandK.NISHIMOTO:Im-proved

Techniques Designed for Evaluation of

Fungicidesin SoilforControlofDryRot

FungusSerpzLla lacymans,TheInternaliona/

Re∫earchGrouponWoodPreservation,DocumentNo:

IRG/WP/2238(1985)

高橋旨象,西本孝一 :乾腐菌ナミグタケ防除用土壌

処理薬剤の効力評価方法

ナミダタケに対する土壌処理用薬剤 の効力試験

方法として本誌第20号 (1985)に発表 した ものに

改良を加え,あわせて薬剤の耐候操作法 として乾

熱および湿熱処理を提案した｡供試 した3種 の薬

刺,A (41Chlorophenyl-3-iodopropagylformal),

B(tributyltinoxide),C (tolclofosmethyl)は,

無耐候操作 では 0.038kg/m3 (A),0.019kg/m3

(B),0.075kg/m3 (C)でナミグタケの侵入を完全

に阻止した｡乾熱処理 (40oC.4週間)による効力

の低下は薬剤Cでわずかに認められたが,湿熱処理

(湛水下 40oC,4週間)ではいずれの薬剤も効力が

顕著に低下した｡

角田邦夫 :木質ボー ド類の耐久性向上技術 (1)揺

着剤混入法 による防腐性能の向上,木材保存,

No.26,32(1985)

防腐薬剤を接着剤に混入して製造した合板,パー

ティクルボ-ド,ファイバーボ-ドの防腐性能を検

討した既往の研究を要約した｡防虫と異なり,接着

剤混入法による防腐合板は,広範に製造されてはい

ないが,有機ヨード､系化合物や トリ-pアリル化合

物に実用化の可能性を示唆する結果が得 られ てい

る｡パーテ ィクルボードあるいはファイ/;-ボード

については,ペンタクロロフェノールなどを混入す

れば,満足できる防腐効果が期待できるが,より低

毒性の防腐薬剤を追求する必要があろう｡

K･TsuNODA and K･NISHIMOTO:Laboratory

EvaluationofOrganophosphatesasTermi-

ticides,TheInternationalRe∫earchGroupon Wood

Pre∫eruation,DocumentNo:IRG/WP/3330(1985)

角田邦夫,西本孝一 :防蟻剤としての有機 リン系化

合物の室内試験による評価
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冊 く木材保存協会規格第11号 (I)の総合試験方

法に したがって, 5種の有機 リン系化合物と現在汎

用されているクロルデンの防蟻性能を評価した｡

供試した化合物のうち,最低試験濃度である0.1

%の薬液による塗布処理で,十分な防蟻効果が得ら

れたものは,クロ ロピリホス,ホキシム,テトラグ

ド.コビン,+,スであった｡7七フェー トでは().ト ().2

%,フ二r-_ニトロチオンでは0.2-O.4%を,また,ク

ロルデンでは,さらに高濃度の().5-1.0%を必要と

した｡これらの結果及び耐候後の防蟻性能試験結果

を合わせて考慮すると,有機 リン系化合物が防蟻剤

とLて有望であ り,今後さらに研究する価[離 ミある

と考えられる｡

今村祐嗣,西本孝一 :腐朽によるパーティクルボー

ドの曲げ性能の変化,木材払 30,1027(1984)

腐朽によるパ--ティクルポ一一卜の曲げ性能の変化

を,ボ… 卜のタイプおよび腐朽菌の種類を変えて検

討した｡張度変化は腐朽菌作用下での曲げクリー プ

試験と,必制腐朽 Lたボー ドの静的曲げ試験の結果

から判断 したが,前者の方法は腐朽による性能変化

を=邪咽f.遇を追 って明らかにする上 で有用 であ-,

た｡パーティクルボードでは素材に比較して腐朽初

なくとも10-20%のl射ず強さの低下が生 じていた｡

PF ,-トードは UMFボート､より帖 ヂ性能の低下が

緩やかで,またカワラクケほオオウズラタケに比較

ボー-トの破断面を SrlM 観察すると,パーティ)/ル

の木1射′Ⅰ体の腐朽に先立って菌糸がそれらの境斯面

に侵入L接着劣化を生 じているのかみられ J')リーー
ブ 試験等で示された張度性能の低下に 対応 してい

た｡

Y.1MAMURAand K.NISrHMOTO:Fractography

of Particleboards under Fungal Attack･

Proceedings-Pact/LCRegiona/WoodAnalomJCore/brence,

TMkuba,37(1984)

今村祐嗣,西本孝一一一:腐朽劣化 したパーティクルボ

ー ドのフラク トグラフィー,太平洋地域木材解剖学
大会論文催,(]984)

f吊仮の無処理パーーティクルボードおよび防腐処理

したパーティクルボードを実験室的に腐朽させ,そ

の曲げ破断面を SEM により観察 し,破壊面の特徴

を接着剤の種類およびボード性能と関連づけて論 じ

･:-ニ

今村端嗣,西本孝一 :腐朽菌作用下での木質材料の

曲げクリープ試験法,材料,34,985-989(1985)

腐朽劣化による木質材料の機械的性質の変化を知

る手段として,曲げ変形と腐朽菌の作用とを複合し

た試験方法を考案し,素材,合板,パーティクルボ

ー ト等 の各種の木質材料および防腐薬剤を接着剤中

に混入して製造したパーーティクルボードに適用し

た｡腐朽菌作用下でのたわみ変化の挙動は,腐朽に

よる強度性能の低下に対応してお り,供試材料の耐

朽性を反映した｡

この試験方法では,比較的大型の試験 体を用い

て,張度劣化を時間の経過に従って追跡 で きるほ

か,振とう培養で得た菌糸粒を闘 妾試験休に振 りか

けるため,再現性の良いことが認められた｡

今村祐嗣 :木材の組織 ･構造,佐伯 浩編,中外産業

調査会 (1985)

スライ ト刊-き解説集 ｢木材の組織,構造｣を分担

執筆した｡

氏.1wATA and良.NISHIMOTO:Studieson the

Autecology ofLycizESbrunnezLS(Stephens)

(Coleoptera,Lyctidae)･ⅤⅠ･LarvalDevelop･

mentandInstarswithSpecialReferenceto

anIndividualRearingMethod.WoodResearch,

No.71,32(1985)

岩国隆太郎,西木孝一 :ヒラタキクイムシの種生態

学的研究 (第 6報),幼虫発育と齢数及び個別飼育

法について

ヒラタキクイムシ L),cflLSbrunnelLSの幼虫発育及

び齢数を,粉体飼料 とゼラチンカプセルを用 いた

｢個別飼育法｣等により調査した｡

本方法で飼育 した幼虫 の多 くは,24.5oC,7O%

したが,一部の個体は例外的により多くの齢を伴っ
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た｡一般に,幼虫齢数は個体間でのバラツキが多

く,幼虫期が長びくと増加する傾向があった｡

幼虫が飢餓状態にあったり,穿孔活動のための体

の支えがない状態にあると,過剰脱皮と体重減少を

示し,死亡に至った｡前桶は体の支えを欠いても容

易に嫡化した｡本実験条件下での前嫡期間は約10-

12日であった｡

走査電顕観察によると,幼虫発育に際して齢が進

むに待い,小胆薯,下唇着,触角及び脚の形態が変

化するのが示された｡

H.DoKI,K.TsUNOI)AandK.NISHIMOTO:Effect

ofJuvenileHor-oneAnalogues on Caste-

differentiationoftheTermite,Retlculitermes

speratus(Kolbe)(Isoptera:Rhinoter-itidae),

MaterialundOrganismen,19(3),175(1984)

土岐宏俊,角田邦夫,西本孝一 :ヤマトシロアリの

階級分化に与える幼若ホルモン当剰以物質の影響

4種の幼若ホルモン類似物質で含浸処理したろ紙

をシャーレに入れ,ヤマトシロアリの職蟻あるいは

ニンフ50頭を用いて,260±loC下で4週間強制摂

食させ,階級分化に与える幼若ホルモン輝似物質の

影響を調べた｡試験期間中は,毎日観察して,前兵

咲,兵蟻,補充生殖虫-の分化個体数及び死亡個体

数を計算した｡供試した4種の幼若ホルモン類似物

質のうち,エチル 〔2-(p-フェノキシフェノキシ)エ

チル〕カーバメートの影響が もっとも強 く,0.08

mg/ろ紙の処理で約70%の職蟻が,前兵蟻へと分化

した｡ニンフは職蟻よりも幼若ホルモン類似物質の

影響を強く受け,0.008mg/ろ紙の処理で最高の分

化率約74%を示した｡死亡個体数は,職蟻,ニンフ

いずれの場合も処理量と共に増加する傾向を墨し

た｡

他3種の幼若ホルモン類似物質では,シロアリ個

体の死亡は認められたが,階級分化-の影響は少な

く,防蟻剤-の利用としての今後の研究対象には考

えられない｡

M.SAKAMOTOandK.SUMIYA:SomeFundamen_

talProblemsonMeasurementsortileBio_

electricalPotentialofPoplar(Populusnlgra

L.)Callus,MokuヱaiGakkai∫hi,31,620(1985)

坂本正弘,角谷和男 :ポプラカルスの生体電位測定

における基礎的諸問題

微小電極法を用いたポプラカルスの生体電位測定

における基礎的な諸問題を検討した｡バッファとし

てほ,りん酸バッファの場合,lmM あるいはそれ

以下で使用する必要のあることが明らかにな り,

pH に関しては,電位が酸性側で低下することも明

らかになった｡無機陽イオンに関しては 1mM 濃

度以上で電位は NERNST式に従って低下した｡ こ

のことはこれらの陽イオンは高濃度では受動的に輸

送されることを示唆している｡lmM あるいはそ

れ以下の濃度ではカリウムイオンのみが特異な反応

を示し,これはポプラカルスの生体反応とイオンの

選択輸送性を示すものと推論される｡非電解質であ

る糖の添加によっても電位は明らかに変化し,この

電位変化は過分極であった｡この過分極はポプラカ

ルスの何らかの生体反応を示すものであることを確

認した｡

Y.MoRISAWA,M.KATAOKA,H.NAGAHORI,T.

SAKAMOTO,Y.NAKATA,K.KoNISm,T.AIBA,T.

MIZUNO,S.ONO,H.MATSUNAGAandK.NISHII

MOTO:Synthesisand AntifungalActivity of

Trihaloallyl and Trmaloacryl Derivatives,

Holzfor∫chung,38,225(1984)

森沢靖弘,片岡 満,永堀 均,坂本俊明,中田

泰雄,小西清司,相馬 武,水野隆夫,大野茂紀,

松永秀子,西本孝一 :トリハロアリルおよび トリハ

ロアクリル誘導体の合成と抗菌活性

トリ-ロアリルおよび トリ-ロアクリル化合物の

木材防腐剤としての適用性を検討するため,65種の

誘導体を合成し抗菌活性を調べた｡化合物中のヨウ

素の存在が抗菌性発現上重要であることが明らかに

なった｡供試化合物中, トリヨードおよびモノプロ

ムジヨード-アリルエステルと同アクリルエステル

がきわめて高い防かび性能と防腐性能を示した｡こ

れらの中では3--トキシカルポニルオキシ11-プ

ロム-1,2ジヨードプロペンが,防虫性能を併有

し,木材保存剤としてもっとも有望であることが明

らかになった｡
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A.ENOKr,M.TAKAHASHI,H.TANAKA and G.

FUsE:Degradation of Lignin-Related C0--

poundsandWoodComponentsbyWhite-rot

and Brown-rotFungi,I-MokuzaiGakkaishi31,

397(1985)

榎 章郎,高橋旨象,l三掴 一裕美,布施五郎 :白色腐

朽菌および褐色腐朽菌によるリグニン関連化合物な

らびに木材構成成分の分解

木材腐朽菌のリグニン分解と低分子のリグニンモ

デル化合物の分解との関連を明らかにす るため,

2雁 の木材腐朽菌 (白色腐朽薗10種,褐色腐朽菌11

種)を甘い,モデル化合物およびブナ材構成成分に

対する分解活性を比較した｡同時に,これらの分解

活性に及ぼす培養条件の影響を,液体静置培養と寒

天平板培養により検討した｡ リグニンモデル化合物

として結合様式の異 なる3種 の化合物,4--トキ

シ-3-メトキシフユニルグリセt-1-ル,グアイアシ

ル-一一テル (Ⅰ), 1-(3′,4′-ジトメキシフユニル)-

1,ヨilt,-イドロキシー2-(4′しメトキシフユニル)プ

ロパン亘11),ジヒド lコアニソイン (nI)を用いた ｡

ほとんどの白色腐朽菌は,液体培地と寒天培地の双

刀,あるいは寒天培地のみで,3種のモデル化合物

すべてに対して強い分解活性を示 した｡一方,褐色

腐朽菌の大半はいずれの化合物に対しても分解活性

を示さなかった｡しかし褐色腐朽菌の中でもマスタ

ケ,-!ツオオジ,キチリノン,)}ケ,ヌメリスギタグ

は液体培地では3種の化合物のいずれかに低い分解

活性があった｡さらに寒天培地ではマスタケを除く

S種伎,3つのすべての化合物に対してより高い分

解活性を示 した｡特にキチリノンタケではこの傾向

が顕著であった｡このような寒天培地上でのモデル

化合物分解活性の高揚は白色腐朽菌においても認め

られた｡また寒天培地の方が液体培地におけるより

も,3種の化合物の分解速度は常に大きく,ブナ材

木片の重量減少率もはるかに高かった｡したがって

リグニン生分解の研究には,寒天培地の万が適して

いると思われる｡ 白色腐朽蘭のうち,寒天培地上で

3種のモデル化合物をよく分解したものは,ブナ材

中のリグニンやセルロースに対しても強い分解活性

を示 し,これらの成分の減少率と木片の重畳減少率

との比は両者ともほぼ 1.0に近い値を示した｡寒天

培地上でブナ材をよく腐朽させた褐色腐朽菌5種の

うち,オオウズラタケ,ホウロクタケ,ワタグサレ

クケ,マスタケは3種のモデル化合物に対して全く

か,ごく低い分解活性Lか示さなかったにもかかわ

らず,ブナ材中のリグニンをある程度分解した (木

片重畳減少率との比約0.4)0-モデル化合物に対して

強い分解活性を示 したキチリメソタケの場合は,よ

り大きなリグニンの減少が認められた (同比0.6)｡

3種のモデル化合物の中間代謝物の同定と定量を行

ったところ,白色腐朽菌 PhanerochaelechrJ∫05/Mium

によるこれらの化合物の分解において生成されるこ

とが認められている代謝産物が,用いた4種の白色

腐朽菌のすべてに,同じような収率で検出された｡

しかし褐色腐朽菌では,いずれの代謝物も全く検出

されなかった｡これらの結果を総合すると,一部の

褐色腐朽菌で認められたモデル化合物やリグニンの

分解は,白色腐朽菌とは全く異なった反応機構で行

われるものと考えられる｡
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